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金
揮
官
蹟
志
血
管
三

ぺ
し
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
元
和
六
年
の
時
は
、
三
登
記

に
、
御
本
丸
表
・
臭
方
の
御
屋
形
の
み
焼
失
し
て
、
類
火
の
屋
形
は
注

し
と
見
ね
、
寛
永
八
年
の
時
は
、
御
本
丸
の
屋
形
悉
く
焼
亡
と
載
せ

た
れ
ど
、
質
暦
九
年
の
火
災
記
に
、
本
丸
御
殿
延
焼
の
由
紀
蛾
す
。

右
本
丸
御
殿
と
あ
る
も
の
は
、
寛
永
八
年
の
火
災
後
、
ニ
J

丸
を
居
舘

と
せ
ら
れ
し
か
ど
‘
本
丸
に
も
新
殿
を
港
管
あ
り
て
、
質
暦
の
火
災

ま
で
存
在
せ
し
か
。
若
し
く
は
露
地
た
る
数
寄
屋
を
い
へ
る
た
ら
ん

か
。
右
数
寄
屋
は
、
寅
暦
九
年
災
後
殿
閤
未
だ
再
遁
悲
し
と
来
因
概

覧
附
録
に
い
へ
り
。
賓
暦
五
年
園
目
附
へ
の
答
書
に
も
載
せ
歩
。
本

丸
建
坪
四
百
坪
、
右
は
檎
並
に
長
屋
門
の
建
坪
に
御
座
候
。
と
蛾
せ

た
る
の
み
。
但
し
天
和
元
年
幕
府
廻
国
巡
見
上
使
大
関
勘
右
衛
門
・

内
藤
十
之
丞
・
中
根
左
兵
衛
等
三
入
金
津
来
着
、
金
津
町
奉
行
へ
等

聞
に
付
答
方
の
趣
言
上
曹
に
は
、
左
の
如
く
載
せ
た
り
。

て
蛍
披
は
山
械
に
候
哉
平
城
に
候
哉
与
御
簿
に
付
、
山
城
に
而
御

座
候
由
申
上
候
。
天
守
は
無
v
之
哉
与
御
専
に
付
、
無
-
御
座
-
由
申
上

候
へ
ば
、
惣
而
天
守
無
v
之
候
哉
、
背
は
有
v
之
候
哉
与
御
専
に
付
、
昔

は
御
座
候
へ
共
炎
上
仕
、
共
以
後
無
之
由
申
上
候
へ
ば
、
只
今
は
江

戸
に
さ
へ
無
v
之
曲
被
v
仰
候
。
今
程
二
の
丸
に
被
v
成
御
座
-
候
様
に
御

る
。
此
の
浩
作
は
五
十
入
者
・
百
入
者
に
命
ぜ
ら
る
。
闘
拡
は
相
撲
者
た

り
。
叉
之
を
織
地
者
と
も
云
ふ
と
也
。
質
暦
九
年
本
丸
災
後
、
殿
閤

未
だ
再
譜
注
し
。
と
あ
る
に
操
れ
ば
、
有
数
寄
屋
は
露
地
中
広
建
築

あ
り
し
故
K
1
寛
永
八
年
の
火
災
に
遁
れ
、
費
暦
九
年
四
月
ま
で
凡

そ
百
二
十
九
年
存
在
せ
し
を
、
四
月
十
日
金
津
大
火
に
延
焼
せ
し
と

聞
ゆ
。
O
本
丸
軍
備
倉

本
丸
軍
備
倉
は
‘
千
組
側
・
鹿
半
等
箪
線
用
を
貯
へ
ら
れ
し
庫
倉
也
。

故
に
俗
に
堕
辛
土
識
と
呼
べ
り
。
此
の
庫
倉
建
築
の
年
暦
‘
三
州
志

等
院
も
記
載
せ
宇
し
て
、
い
ま
だ
詳
か
左
ら
歩
。
本
丸
松
原
中
に
あ

り
て
、
大
破
に
及
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
明
治
慶
審
の
後
ま
で
存
在
せ
し

を
、
明
治
六
年
陸
軍
省
名
古
屋
銀
慈
の
分
替
と
成
り
た
る
後
壊
ち
た

り
。
或
入
国
〈
.
右
庫
倉
に
貯
へ
あ
る
麗
辛
は
、
鈷
の
堕
潰
也
。
共

の
鮎
皆
尺
に
近
き
鮎
也
。
干
嬬
・
堕
辛
等
.
貯
用
方
と
し
て
年
々
出

来
方
被
v
命
定
あ
り
。
園
初
以
来
の
奮
例
な
る
べ
し
と
。
武
家
耳
底
記

に
、
利
常
卿
の
時
味
噌
磁
あ
り
。
今
奥
村
市
右
街
門
第
地
是
た
り
。

故
に
共
越
を
味
噌
裁
町
と
一
武
ふ
。
・
と
あ
り
。
此
の
味
噌
磁
も
、
軍
備

貯
用
の
味
晴
を
磁
め
置
か
る
と
云
ふ
。
按
宇
る
に
、
越
中
国
人
宮

金
揮
者
蹟
志
晶
恒
三

ニ
O

聞
及
被
v
成
候
。
本
丸
に
は
御
家
有
v
之
.
御
番
人
も
有
v
之
哉
与
御
帯

に
付
、
共
通
に
御
座
候
由
申
上
候
。
檎
は
幾
つ
有
ν
之
候
哉
与
御
等
に

御
座
候
へ
共
.
櫓
之
数
発
不
v
申
由
申
上
候
へ
ば
、
大
方
二
・
三
十
も

可
v
有
v
之
哉
与
被
仰
候
故
、
左
様
に
も
可
ν
有
a

御
座
-
候
哉
‘
し
か
と
不
ν

存
由
申
上
候
事
。
(
徐
僚
時
v
之
)

辛
酉
六
月
十
六
日

岡
同
十
右
衛
門

里
見
七
左
衛
門

右
本
丸
に
御
家
有
v
之
番
人
も
有
v
之
哉
と
の
答
に
、
共
通
り
と
載
せ

た
る
に
撮
れ
ば
‘
此
の
頃
本
丸
に
倫
殿
閤
あ
り
し
か
、
謹
致
す
ぺ
し
o

O
本
丸
数
寄
屋
跡

三
笠
記
に
、
寛
永
七
年
に
本
丸
の
御
露
地
に
数
寄
屋
仰
付
け
ら
る
。

共
の
時
織
地
の
者
の
内
よ
り
、
器
量
・
能
き
若
者
共
百
人
を
す
ぐ
り
出

し
、
諸
の
足
軽
役
を
赦
菟
あ
り
て
、
佃
源
太
郎
を
ぽ
頭
に
命
ぜ
ら

れ
、
御
直
に
召
伎
は
れ
、
.
何
茂
出
頭
し
け
る
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘

寛
永
七
年
は
火
災
の
前
年
に
て
、
い
ま
だ
利
常
卿
本
丸
に
居
館
し
給

ふ
頃
た
れ
ば
、
本
丸
の
露
地
に
さ
る
数
寄
屋
を
も
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞

ゅ
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
鋒
に
も
、
寛
永
八
年
火
災
後
、
公
居
を
ニ
，

丸
に
鱒
宇
。
此
の
前
年
庚
午
に
本
丸
露
地
に
数
寄
屋
を
治
ら
せ
ら

永
正
還
の
農
業
談
に
云
ふ
。
唐
干
掛
仰
は
‘
・
微
妙
公
の
時
正
保
年
中
、

高
岡
瑞
龍
寺
を
建
立
し
給
ふ
時
、
山
門
の
十
六
羅
漢
の
像
を
ぽ
大
明

よ
り
御
求
め
あ
り
し
に
、
か
の
骨
骨
像
を
入
れ
て
渡
し
け
る
箱
を
ぽ
葉

に
て
つ
め
越
し
た
り
し
に
、
共
の
麓
に
穂
の
付
き
た
る
あ
り
。
共
の

穂
を
竹
岡
市
三
郎
拾
ひ
と
り
、
共
の
由
雪
上
し
け
る
に
、
御
礼
の
上

織
の
穏
に
極
り
、
則
ち
射
水
郡
二
塚
村
又
兵
衛
に
下
さ
れ
、
初
め
て

営
闘
に
植
ゑ
け
る
と
也
。
此
精
米
甚
だ
性
和
ら
か
に
し
て
、
病
人
に

も
忌
ま
宇
と
。
故
に
寒
曝
に
し
て
園
子
に
製
す
れ
ば
其
の
功
多
し
。

と
い
へ
り
。
宮
岡
景
周
の
高
岡
山
瑞
龍
聞
記
に
も
、
正
保
丙
成
山
門

落
成
。
明
暦
中
轄
地
再
建
。
此
門
楼
上
予
十
六
羅
饗
登
華
ヱ
也
或

一
訳
。
今
中
越
硝
波
・
射
水
二
鯨
.
有
曹
俗
稽
且
唐
干
-
一
一
極
精
米
~
土
人
口

碑
。
遣
羅
漢
海
舶
紙
飛
時
。
以
ι
稲
築
-
包
「
之
。
共
灘
中
飴
=
一
積
一
好
事

者
種
v
之
d

生
者
所
謂
唐
干
也
。
自
v
是
種
至
v
今
一
式
。
と
載
せ
た
り
。
或

は
云
ふ
。
唐
干
織
は
織
の
一
一
砲
に
て
、
是
を
ぽ
唐
干
と
呼
べ
る
は
、

微
妙
公
そ
の
織
を
寧
備
倉
の
干
舗
に
な
さ
し
め
給
ふ
に
よ
る
の
遺
名

に
て
、
此
の
縞
は
も
と
明
園
よ
り
送
り
越
し
た
る
種
也
。
故
に
唐
干

精
と
俗
稽
す
る
も
の
也
と
。

O
天

守

彊




